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【主な研究成果】
本課題は、アルミニウム地金またはスクラップの溶解工程において、雰囲気や付着物との反応により溶融アルミニウム中へ種々の不純物元素が溶解する可能性に着目した研究である。アルミニウム溶解工程における介在物の生成制御の指針を構築することを目指し、不純物元素の溶解度の測定として、本年度はまず酸素の溶解度に着眼した予備実験を行った。
実験は化学平衡法を適用することとし、酸化アルミニウムと平衡する溶融アルミニウム-不純物系合金中の平衡酸素濃度を測定することとした。不純物としてまず鉄に着目し、精製純アルミニウム片（5N） 9.9901gおよび電解鉄鉄片0.099gをアーク炉で予備溶融し、あらかじめ均一に約1mass%Feの組成となっていることを確認した後、試料をSSA-Sるつぼ(Al2O3るつぼ)に入れ、環状縦型電気抵抗炉の中で、Ar雰囲気中、800℃で12時間保持した。実験後取り出したメタルを小片化し、LECO社製酸素窒素水素同時分析装置で不活性ガス抽出赤外吸収法にて酸素濃度の分析を行った。
その結果、Al-1mass%Fe中酸素濃度として約200～350ppmという値が得られ、溶融純アルミニウムの酸素溶解度約0.06ppm（800℃）に比して格段に高い値となり、不純物鉄混入により、アルミニウム中酸素濃度が大きく増大し、製品の特性に影響を与える可能性があることが示唆された。
【今後の展望】
今後は実験の精度を高めるとともに、アルミニウム中鉄濃度を変化させた実験を行い、アルミニウム中酸素溶解度に及ぼす鉄の影響を系統的にとりまめることを目指す。
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